
食
糧
管
理
制
度
設
立
後
の

主
食
価
格
に
つ
い
て
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目

政

一
、
食
籾
庁
及
び
食
粗
配
給
公
団
の
機
能

二
、
主
食
価
絡
決
定
方
法
の
変
遷

三
、
生
産
者
価
格
、
消
費
者
姉
格
の
変
造

問
、
二
重
価
格
制
と
独
立
採
算
制

五
、
流
通
賀
割
合
の
組
成

六
、
管
理
下
に
於
け
る
流
通
貨
と
自
由
経
済
時
代
と
の
比
較

七

、

結

び

一
、
食
粗
庁
及
び
食
糧
配
給
公
団
の
機
能

食
糧
管
理
制
度
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
従
来
存
在
し
て
い
た
自
由
投
機
的
諸
市
場
を
整
理
統

一
し
、
主
要
食
糧
の
生
産
者
が
販
売
す
る
処
か
ら
消
費
者
の
手
に
渡
る
迄
の
過
程
を
一
元
的
に

整
備
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
於
け
る
流
通
機
能
の
担
当
者
と
し
て
、
食
糧
管
理
局
及
び

食
糧
営
団
が
出
来
、
前
者
は
集
荷
及
び
府
県
問
の
大
連
送
、
後
者
は
府
県
内
の
小
連
送
及
び
配

給
を
分
挫
し
、
こ
の
聞
の
引
き
継
ぎ
は
総
て
売
買
の
形
式
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
つ
の
機
関

は
後
に
食
糧
庁
及
び
食
組
配
給
公
同
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
が
、
食
糧
庁
は
食
糧
管
理
特
別
会

計
に
よ
る
主
食
の

一
手
買
入
れ
の
機
能
含
有
し
、
単
な
る
商
業
的
機
能
を
も
つ
の
み
で
な
〈
、

食
糧
地
方
事
務
所
の
如
き
は
農
村
に
対
し
て
種
々
の
行
政
的
な
機
能
や
、
超
過
供
出
割
当
の
如

き
特
殊
的
機
能
を
果
し
て
来
た
。
之
に
対
し
食
糧
営
団
及
び
食
糧
配
給
公
団
は
純
粋
に
商
業
的

機
能
の
担
当
者
で
あ
っ
た
。

ニ
、
主
食
価
格
決
定
方
法
の
変
遷

食
粗
特
迎
制
度
の
下
に
於
け
る
価
格
桝
成
を
み
る
に
、
政
府
買
入
制
格
の
決
定
方
式
は
昭
和

食
拙
管
理
制
度
敵
立
後
の
主
食
価
格

に
つ

い
て

十
八
年
よ
り
二
十
年
に
至
る
問
の
生
産
費
を
基
礎
と
す
る
も
の
と
、
昭
和
二
十
一
年
以
降
現
在

に
歪
る
パ
リ
テ
ィ
計
算
に
よ
る
も
の
と
二
時
期
に
区
分
し
得
る
。

前
者
に
於
て
は
生
産
費
に
主
眼
を
置
き
物
価
及
び
経
済
事
情
を
参
酌
し
て
決
定
さ
れ
た
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
戦
時
統
制
下
に
於
け
る
農
産
物
価
格
政
策
の
一
貫
し
た
方
向
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
後
者
に
於
て
は
農
・
家
購
入
品
価
格
の
水
準
と
均
衡
し
た
農
産
物
価
格
の
決
定
で
あ
っ

た
。
戦
時
統
制
下
に
於
て
は
、
園
内
食
拙
に
よ
る
自
給
自
足
の
立
場
か
ら
、
主
食
雌
産
物
価
格

を
物
価
体
系
の
基
本
的
役
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
た
の
に
対
し
、
戦
後
に
於
て
は
他
物
価
の

変
動
に
応
じ
た
主
食
品
産
物
価
格
な
る
窓
味
に
於
て
若
し
く
基
本
的
立
場
を
異
に
し
た
の
で
あ

る。
尚
斯
る
買
入
価
格
の
外
に
農
業
生
産
及
び
供
出
確
保
政
策
と
し
て
食
糧
管
理
特
別
会
計
か
ら

は
、
生
産
奨
励
金
、
生
産
確
保
補
給
金
(
昭
和
十
七
年
|
十
九
年
)
、
或
は
超
過
供
出
奨
励
の
為

の
特
別
加
算

(
附
和
十
九
年
以
降
〉
、
早
場
米
の
奨
励
の
為
の
絡
差
乃
至
奨
励
金
(昭
和
二
十
年

以
降
)
等
の
文
出
が
あ
っ
た
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

次
に
食
糧
管
理
特
別
会
計
か
ら
食
糧
常
回
目
食
組
配
給
公
団
へ
の
兜
技
術
柏
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
C

・p
-
S
や
工
場
労
銀
統
計
を
勘
案
し
、
消
費
者
の
家
計
費
、
物
側
、
そ
の
他
の
経
済

事
情
を
害
酌
し
て
決
定
す
る
の
が
建
前
と
さ
れ
、
附
和
二
十
二
年
十
月
末
ま
で
は
、
政
府
充
波

価
格
は
買
入
価
格
よ
り
も
低
位
に
決
定
さ
れ
所
調
二
重
価
格
制
に
よ
る
国
家
負
担
が
行
わ
れ
て

い
た
。
然
し
な
が
ら
昭
和
三
十
二
年
十
一
月
以
降
は
こ
の
二
重
価
格
制
に
よ
る
国
家
負
担
は

一

切
排
除
さ
れ
、
食
糧
管
理
特
別
会
計
の
支
出
額
は
一
切
消
費
者
に
転
嫁
さ
れ
る
事
と
な
り
、
売

渡
価
格
は
、
貫
入
価
格
に
諸
奨
励
金
、
政
府
経
費
及
び
配
給
経
費
を
加
算
し
、
配
給
数
量
を
以

て
品
目
聞
を
適
当
な
価
格
比
で
プ
l
ル
計
算
さ
れ
た
消
賞
者
側
特
か
ら
品
目
別
配
給
経
貨
を
差

引
い
ν
た
も
の
官
も
っ
て
克
波
価
棉
と
さ
れ
、
お
L
む
ね
便
宜
的
に
平
単
価
格
が
用
い
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
斯
る
変
化
に
応
じ
消
費
者
価
格
も
、

昭
和
十
八
年
乃
至
昭
和
二
十
二
年
十
月
末
日
ま

で
は
政
府
売
渡
価
指
に
販
売
者
の
配
給
経
費
及
び
利
潤
に
相
当
す
る
も
の
を
加
算
し
て
決
定
さ

れ
た
が
、
二
十
三
年
十
一
月
以
降
は
前
述
の
如
く
品
目
別
の
諸
経
費
の
積
算
し
た
も
の
L
.ア
ー

ル
計
算
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
。
然
し
二
十
三
年
ご
月
公
団
の
発
足
と
共
に
、
配
給
利
潤
は
排

除
さ
れ
、
二
十
四
年
四
月
以
降
は
、
国
家
全
般
の
財
政
均
衡
政
策
に
応
じ
て
、
食
糧
管
理
特
別

会
計
の
収
支
均
術
が
重
視
さ
れ
食
糧
管
理
特
別
会
計
の
年
聞
の
総
支
出
金
額
を
配
給
総
数
量
で

一一一一一一一
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除
し
た
も
の
を
基
礎
と
し
た
プ
l
ル
価
格
を
消
貨
荷
価
枯
と
し
、

と
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

収
支
均
衡
が
よ
り
強
い
基
礎

以
上
の
経
過
を
表
に
示
せ
ば
第
一
哉
の
如
く
な
る
。

第
-
表

米
、

主

要

食

糧

価

格

決

定

方

式

の

変

遷

(
農
林
省
調
査
よ
り
作
成
)
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没 路有fi島 りOなじの以地告'1 別 制li
す!蹄 減Oこ 奨下主当 格 そ 入
~t *合の ~i円え励のがの の

内主プ 金を現突 し 、た 金付交範供償報 {出
た地主1超1寺 聞出 経

!芭込に 場合 に押|的 ヰ済F 
価

型めl!IJ 七過 於当描
した応 は五供災て;位置 六一回附
ヒ ーし 交付円出 生(と 二O五七 を

本て を~t込L の政者改し 円刊円円 参酌 格

枯{とilli定Uと せ交 為訂て 五五
ずに減額の供脅I~ 。。 し

対 供出落 銭銭 て

需かのと雑入の買年居前取的露た於Z負にZ負担の語i二重I~J 
れ別於売 府右石て家

たにて波IllIi 
県を決言|・

算t-1E 別破基 定出、
定出梢 兜
すさも と当 物

見ら改訂 結果J能力E度限度の
るれ問 し Mi 
事た年同 た

てにせと下 に平 府 そ 渡

石当伴 ぎの他面に 改準額 県 の
いる限ー め布liで 7JIJ {由

七十 限度度に而 、格あ 平 の
平をる 経 初日

3す円と2者高消到二H 防来tしk質銀括科等JkJ書梢責て品、加にて
単本が {i1Ii ~ 
格価省 、 格地六四 情11~ 

に従

て の家財政国
は於来 域円を 格
改て府 差 参

JJ 決定循の家計の 訂府県県 日IJ 酌
さに し

一一一ーー -，一一一一一…一一 一…一一一 ---

E六当t者1前去据前年 前::Sf. 
i也

加訴j政I;f 
差域

し売
円の世 |司 7JIJ tニ漉 ~l~ 
すと負担 じ

、
額lllfi

府 ー(格

能力 強

を 当拠

慮考 し 者-

外地内 販
し 地手1)売業
て 米米制 価、

者-
十 四回をの

一 円五九円程台手数 枯
月
一 五七 料。 銭銭 を

一一一一 . -ー

|昭
和

十

年

し
て
は
生
産
雌
似
補
給
金
と
し
て
交
付

十
一
月
-
五

O
刊
に
改
訂
、
但
し
地
主
分
は
抑
蹴

義
組
は
耕
作
者
に
交
付

三
月
新
物
倒
休
系
の
柿
恕
に
基
い
て
二
十
年
産
米

価
格
を
石
当
一
ニ

O
O円
に
改
訂

ご
十
一
年
産
米
(十

一
月
)

生
産
賀
、
物
価
参
附
川
他
も
考
ほ
し
た
が
、
終
局

的
に
は
パ
リ
テ
ィ
副
都
に
よ
る

石

当

五

祝

O
円

半
期
供
出
桃
山
林
の
た
め
山
前
奨
励
金
を
地
峨
及
則

間
を
区
別
し
て
石
当

一

o
o-
-二
O
円
交
付

超
過
供
出
出
初
奨
励
金
石
当

一
五

O
円

買
入
術
特
の
改
訂
に
伴
い
、
標
準
売
渡
価
格
を
二

五

O
円
に
引
上
げ
五

O
門
会
』
悶
鼎
負
担
と
す
る

工
場
労
務
者
の
家
計
貨
よ
り
工
場
労
務
者
の
負
担

に
川
唱
え
仰
る
限
度
を
考
雌
し

石

山

Ad

凶
五

O
門

柏
町
制
及
び
山
荷
奨
励
金
は
回
開
負
担

標
準
完
渡
価
格
の
改
訂
に
伴
い
一

O
E
当
り

一
九
円
買

O
銭

生
計
貨
を
基
礎
と
し
て

一O
氾

六
円
三
五
銭
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年 年 五ド 五ド
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，、. 超早石ノミノミ

理i露i首? 石，ε，ξ

追完諸供出場米早石./'~.1ミ過場当リリ 当リリ 石碓 当リリ
ア 供米奨ムTテイテイ 中アア 定加 中テテ
イ

iT錦
イイ 指 イイ

算
l沫指数計算 当数払全金I床数指計訴E

市格lIiり 額文払供出 公』

{音 {音 と旦

四 、 時同二.-'公d 

一 五- に七て一
五 . 九三 五六

主部O円コE 宜。 五二 ノ、四
円 円・ 円-

一 -，a¥ ， 
一
九 。し、

前 も消 い(詳及月ぴ前年十 な止こ石て十指置七
年間 をの省貨 た つきの決定一 米般月

も細 たれ、|時 政府月〈
織 のに米一 よ
の

以をてほ時期十の月岡2ト 全面的に摘価格二重り当 瓦宮 の方式

よ

算出り
月方法の 賀者制 に

ょに に政
と1 とり改訂に によて府諸
しジ

する給配 白安て 鯨!伝国る七五 経費 石当すこ、ノ

を 〉経費 の さ庫O り
正号告己2旨| 出 れ負担円を-五

を廻期 ・る 加算 。
し、

差号| 撃は 円
た 七 に廃 し:fζ 

年一 当をの四 十七もに
度月

なプつも年間策財政月政
ー つて適当

推を前年 1ての プな
ノレ除支

算し四
計算たし出

i樺z 
をも総額を転換の

ーしの

r者価格i豊島 E O にEO 

りに しい

適用より O四 年間 、

しこ
五円 Jしt平定配食管特別 七円六円

た十
五.

8鍛8餓を 政

六を七

計i込" 適て給量計会 0銭 加算銭。

尚
具
体
的
に
今
年
一
月
の
主
食
消
費
者
価
格
改
訂
の
時
の
算
式
方
法
を
示
せ
ば
次
の
如
〈
で

あ
る
。第

二
表
の
如
〈
食
管
の
文
出
総
額
が
食
粧
の
買
入
れ
、
諸
掛
り
総
配
給
質
問
等
の
合
計
で
一一一

五
二
、
一
五
こ
宵
万
円
に
な
る
。
之
を
米
穀
娩
算
の
総
配
給
数
量
五
八
、
四
八
八
千
石
で
除
す

る
と
し
て
石
当
り
の
価
格
が
六
、
二
七
七
円
と
な
り
従
っ
て

一
0
キ
ロ
当
り
四
五
五
円
と
出
て

来
る
。こ

れ
を

-
O
Oと
し
て
み
た
対
米
価
比
率
(小
麦
粉
九
五
、
精
麦
九

O
等
々
)
に
よ
り
第
三
表

の
如
〈
小
麦
粉
四
二
五
円
粕
変
四

O
O円
な
る
消
費
者
側
絡
を
得
た
の
で
あ
る
。

燃
し
な
が
ら
と
の
一
月
に
た
て
ら
れ
た
食
粗
の
収
支
予
組
は
其
後
状
動
の
変
化
に
よ
り
全
く

異
っ
て
来
た
。
即
ち
こ
の
時
は
配
給
基
準
量
を
二

・
八
合
と
し
て
い
る
点
、
又
買
上
げ
の
方
も

甘
藷
類
、
米
の
減
少
、
又
超
過
供
出
価
格
を
二
倍
か
ら
一

・
二
五
倍
に
引
下
げ
る
等
々
で
全
面

食
糧
管
理
制
度
設
立
後
の
主
食
価
格
に
つ
い
て

的
に
変
化
し
て
来
た
。
従
っ
て
食
糧
の
収
支
見
込
を
全
而
的
に
組
み
変
え
て
新
た
な
る
消
費
者

価
格
の
決
定
を
行
い
、
而
も
最
近
み
ら
れ
た
配
給
辞
退
の
事
情
を
勘
案
し
て
内
地
米
の
制
格
を

高
〈
し
外
米
、
輸
入
食
栂
等
を
安
〈
す
る
如
〈
対
米
比
率
の
変
更
を
も
為
さ
ん
と
し
た
の
で
あ

る。
こ
れ
が
今
度
の
米
価
審
議
会
の
議
題
(
新
麦
価
、
主
食
消
費
者
、
超
過
供
出
価
格
の
一一
一
者
の

決
定
)
で
あ
っ
た
。

然
し
な
が
ら
結
局
新
麦
の
生
産
者
価
格
決
定
の
み
が
審
議
終
了
し
、

超
過
供
出
は
二
倍
を
主

張
し
、
消
賀
者
価
格
は
変
更
せ
ぬ
事
に
決
定
し
た
。
従
っ
て
再
び
食
管
の
収
支
予
想
を
組
変
え

る
事
と
な
ろ
う
が
、
超
過
供
出
二
倍
の
袋
で
食
管
の
収
文
を
計
算
す
れ
ば
十
久
億
円
程
度
の
赤

字
が
出
る
事
に
な
ろ
う
。

(
註
)
超
過
供
出
二
倍
の
案
は
関
係
方
面
で
不
本
認
に
な
り
再
び
一

・
二
主
倍
に

決
定
し

一
三
五
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食
糧
管
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制
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下
の
公
定
価
椅
の
決
定
は
前
述
の
如
含
変
遷
宮
遂
げ
た
の
で
あ
る
が
、
斯
る

価
格
構
成
の
型
論
的
分
析
は
暫
〈
借
金
¥

格
の
辿
っ
て
来
た
足
跡
を
み
て
み
よ
う
。

か
く
し
て
決
定
さ
れ
た
生
産
者
側
絡
五
び
消
費
有
価

先
ず
個
々
の
も
の
を
み
る
前
に
綜
合
的
冷
側
柏
変
遜
と
対
米
比
率
の
動
き
を
み
る
と
第
四
表

か
ら
第
六
表
ま
で
の
如
〈
で
あ
る
。
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十
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年
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全
国
七
プ

ロ
ッ
ク
に
分
け
た
府
県
側
柏
、

十

二
十

一
-年
並
も
問
様
に
取
扱
わ
れ
止
が
実
質
的
に
は

三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
府
県
別
側
絡
で
あ
っ
た
。

消
賞
者
側
枯
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
賀
入
価
椅
と

一
致
し
た
年
産
に
よ
る
区
分
が
為
さ
れ

た
の
で
は
な
く
二
定
時
期
を
区
切
っ
て
適
用
さ
れ
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
上
昇
に
伴
っ
て
数

次
に
わ
た
る
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
る

0
2

側
椅
の
推
移
は
第
七
表
の
如
く
で
あ
っ
て
、
昭
和
一
一十

二
年
十
月
迄
の
国
庫
負
担
に
よ
る
二
重
仙
格
制
肢
が
と
ら
れ
て
い
た
附
は
生
一
肱
者
価
格
の
上
昇

に
比
較
し
て
消
賞
者
側
粕
の
・上
昇
は
低
位
に
あ
っ
た
が
、
二
十
二
年
十

一
月
以
降
は
請
負
担
が

消
費
者
転
嫁
と
な
っ
た
為
、
生
産
者
側
械
を
超
え
て
、
消
費
者
側
絡
が
上
昇
し
て
来
て
い
る
。
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一、
七
四
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穴
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自
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t
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四
凶
一
品
・
0
0

一
二
回
・
同
凶

〈
絞
)

生
産
省
価
粉
の
〈
)
内
は
一

O
砥
価
絡
に
倹
判
汗
し
た
も
の
a

間

麦

類

変
制
に
つ
い
て
も
米
と
略
同
様
の
経
過
を
辿
っ
て
来
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
推
移
は
錦
八
表

の
如
ぐ
で
め
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
生
産
者
価
格
及
び
消
費
者
価
格
の
推
移
は
米
に
近
似
的
な
勘
き
を
な
し
て

い
る
が
、
全
般
的
に
生
産
者
価
織
は
米
よ
り
も
低
位
に
消
賞
者
価
梢
は
米
よ
り
も
高
位
な
上
#

を
な
し
て
い
る
。

こ
の
事
は
、
生
産
者
価
格
に
於
て
は
大
休
戦
後
に
於
て
、
麦
類
七
月
、
米
般
十
一
月
と
云
う

決
定
時
期
の
異
り
が
、
イ

γ
フ
レ
l
シ
ヨ
ン
の
昂
勝
に
伴
い
対
米
価
比
が
引
上
げ
ら
れ
て
来
た

に
も
拘
ら
ず
、
実
際
に
は
米
よ
り
も
低
い
上
昇
率
を
示
し
た
も
の
と
云
え
よ
う
。
消
費
者
価
格

に
於
て
は
常
に
米
価
に
対
す
る
均
衡
が
考
え
ら
れ
、
し
か
も
食
糧
需
給
事
情
の
切
迫
化
に
よ
っ

て
対
米
価
比
が
引
上
げ
ら
れ
た
と
共
に
、
米
と
同
時
に
改
訂
せ
ら
れ
て
来
た
為
、
米
よ
り
も
高

い
上
昇
率
を
示
し
て
い
る
。
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図
、
二
重
価
格
制
と
独
立
採
算
制

昭
和
二
十
二
年
十
月
末
ま
で
国
陣
負
担
に
よ
る
ご
霊
価
格
制
が
と
ら
れ
て
来
た
事
は
既
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
間
に
於
け
る
図
陣
負
担
額
は
十
八
年
、
十
九
年
に
於
て
は
石
当
一

円
、
二
十
年
四
月
価
絡
に
於
て
は
石
当
四
六
円
五

O
錦
、
三
十
年
十

一
月
七
五
円
、
二
十
一
年

三
月
及
び
十
一
月
五

O
円
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
数
字
は
生
産
者
価
柏
と
消
批
有
価
械
と
の
器
と
し
て
明
服
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
此
の
外
食
糧
管
理
特
別
会
計
の
経
質
は
実
質
的
に
は
凶
庫
負
担
に
加
算
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
従
っ
て
こ
の
期
間
に
於
け
る
生
斑
者
側
絡
と
、
消
賞
者
価
格
と
の
差
額
は
極
め
て
少
で
あ
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七
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九
I I三

一一一
O
六
・
0
0一
入

二

・七
引
一

っ
て
、
こ
れ
を
比
率
的
に
示
せ
ば
少
い
時
で
三
第
、
多
〈
て
も
一

一
%
程
度
に
過
が
ぜ
な
か
っ
た

事
に
な
る
。

然
る
に
附
和
二
十
二
年
十
一
月
以
降
は
食
糧
管
理
特
別
会
計
の
独
立
採
算
制
に
よ
る
側
梢
構

成
が
為
さ
れ
、
国
庫
負
担
に
よ
る
ニ
竜
価
持
制
が
廃
止
さ
れ
た
為
、
食
廟
符
理
特
別
会
計
の
支

出
は
一
切
消
費
者
に
転
嫁
さ
れ
、
奨
励
金
部
分
も
消
費
者
の
負
担
と
な
っ
た
。
従
っ
て
一
般
的

な
政
府
民
入
価
格
と
消
針
者
価
格
と
の
差
は
著
し
〈
大
と
な
り
、
中
間
達
制
と
そ
の
消
鈍
有
価

格
に
占
め
る
比
部
と
は
次
の
如
〈
沿
っ
て
い
る
。
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即
ち
各
問
問
日
間
に
於
て
若
干
差
は
あ
る
が
、
米
に
つ
い
て
は
こ
O
乃
至
三
O
銘
の
附
に
あ

り
、
二
十
二
年
よ
り
二
十
四
年
ま
で
は
漸
増
の
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

二
十
五
年
度
は
若
干
低
下

し
て
い
る
。
麦
に
つ
い
て
は

三
O
銘
|
問
O
M
m
の
間
に
あ
っ
て
、
漸
減
の
傾
向
を
示
し
て
い

る
。
い
も
類
に
つ
い
て
は
二
五
%
乃
至
四
五
銘
の
範
囲
内
で
あ
っ
て
漸
増
の
傾
'
阿
に
あ
る
。

斯
る
品
目
問
の
傾
向
の
相
異
は
、
夫
々
の
商
品
と
し
て
の
性
枯
及
び
流
通
経
路
の
相
異
に
よ

る
も
の
で
あ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
二
重
価
楠
制
下
の
生
産
者
価
格
と
消
賞
者
川
枯
と
の
差
額
の

消
費
者
価
格
に
占
め
る
制
合
に
比
較
し
て
独
立
採
算
制
下
の
そ
れ
は
数
倍
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
は
二
重
価
格
制
度
が
消
費
者
家
計
の
負
担
を
鰹
滅
す
る
と
と
極
め
て
大
で
あ
っ
た
と
と
を
一
山

す
も
の
で
あ
る
。

五
、
涜
通
費
割
合
の
組
成

金
腕
管
理
制
・陛
下
の
主
要
食
組
側
絡
が
生
産
者
か
ら
消
資
者
へ
の
流
通
過
程
に
於
て
架
し
て

い
あ
役
割
ば
自
由
経
済
市
場
に
於
て
成
立
し
た
自
然
価
枯
と
は
そ
の
経
済
的
意
味
を
若
し
〈
異

に
す
る
。

先
ず
二
重
州
桁
制
度
の
下
に
於
け
る
流
油
資
か
ら
検
討
す
る。

山
二
重
倒
持
制
度
附
代

一二
皐
仙
格
制
度
の
下
に
於
て
は
政
府
負
胞
が
あ
っ
た
為
独
立
採
抑
制
下
に
於
け
る
如
く
生
産

者
側
絡
の
変
化
は
直
ち
に
消
的
'者
に
影
響
す
る
事
が
な
か
っ
た
為
中
附
経
貨
と
し
て
は
そ
れ
程

大
き
な
間
組
は
な
か
っ
た
。
共
休
的
に
二
軍
側
桁
制
を
と
っ
て
い
た
当
時
に
於
け
る
政
府
買
入

制
棉
と
政
府
先
技
師
桁
と
の
差
額
は
次
の
如
〈
で
あ
る
。

第

);1士
.表

(

石

当

)

(

出

林

省

刑

脊

…

)

政
的
買
人
州
柿
A

・
政
府
先
披
側
桁
B

↑

A
l
B

益
・
鰍
一

川

内

円

六
二
・一1
0

問中ハ
・
0
0

二
ハ
・五

O
一

六
二
・.h

O

一

間
六
・O

O

二

ハ

・五

O

一

九
二
・五

O

一

間

六

・
0
0

間
六
・五

O

一
五
0
・
0
0
一

七

五

・O

O

七

五

・
0
0

一二
0
0・
0
0
一

二
五
0
・
0
0

五
0
・
0
0

五
五

0
・
0
0
一

四
五

0
・
0
0

一
0
0・
0
0

対ミ

n 

一
八
・
凶

一
九

・

凶

二

0
・

聞

こ

0

・
二

一
一一一

・

一一一

一一一

・
一一

戸
川
政
府
唄
団
ー一係
閣
唯

一

-

円

一

円

一

間

‘

二
二
・
一
二

一

一

二

・
五

O

目

・

二一

0
・
凶

五

一

二

三

・
二

O

四
九
・七

一

一

一

一

一

二
三

O

l年|

日|
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コ
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一
二
0
・

第
十
四
表7¥ 

一
二
O

一-一一

大

麦

(
石
当
)

四

(
農
林
省
調
査
〉

B
 

円

一

0
・
五
九

一

七
二
一五

一

二
六
・
五
一

一

四

表

:A (
山
辰
林
省
調
査
)

次
に
金
制
営
団
の
経
質
マ
あ
る
が
そ
の
地
方
の
地

m-的
、
経
い術
的
条
件
に
よ
っ
て
都
道
府
県

別
に
マ
ー
ジ
ン
は
典
り
、
生
陸
地
消
費
地
に
よ
っ
て
大
体
区
分
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
十
八
年

に
於
て
は
米
一
依
当
り
品
・
同
二
円
五
二
銭
よ
り
最
低
一
円
七
七
銭
の
純
問
内
に
あ
っ
た
。

附
和
十
八
年
東
京
都
に
於
け
る
マ
ー
ジ
ン
一
一
依
当
り
二
円

一二
銭
の
内
に
於
て
最
大
な
も
の

は
人
件
世
一
円
一
九
銭
で
四
八
%
を
占
め
て
お
り
、
厚
生
伐
の
一
O
銭
を
加
う
れ
ば
突
に
五

二
%
弱
と
な
る
。
そ
の
他
償
却
賢
三
六
銭
で
一
間

・
六
%
で
あ
り
、
山
中
業
経
世
は
約
一
二
O
%
、

七
円
程
度
に
過
宮
な
か
っ
た
事
が
判
明
す
る
。

四円

七

。

凶
五
・
七
五

三
一一
一・
二
九

七
三
・八
凶

間
・
一ニ
凶

二
三
五
・八
八

一
一
一
一

・
五
九

間

独
J
U
品
採
算
制
時
代

食
脳
管
理
特
別
会
計
が
松
守
採
抑
制
を
と
る
に
至
っ
て
、

の
コ
ス
ト
H
H
消
針
者
の
負
担
と
な
っ
た
為
、

至
っ
た
。

る。

中
間
続
却
の
問
地
が
大
き
〈
取
上
げ
ら
れ
る
に

ル
ム政
省
よ
り
消
針
省
に
至
る
総
て

こ
の
則
問
に
於
り
る
中
間
経
却
の
変
避
を
品
目
別
に
↓
替
市
す
れ
ば
次
表
の
如
〈
な



第

十

一

息

表

間

経

費

表

精
米
の
中
間
経
費
(
玄
米
六

O
E当
〉

一

ぽ
1

1

1

1

同
!
」

一
A

貫

入

価

格

一

-

生

産

者

側

格

…

2

等

級

格

差

一

8

超

過

供

出

一

4

早

場

米

奨

励

金

一

一

5

追

加

払

金

一

A

q

-

-士同

一

一

B

物

財

的

経

費

一

一

1

特

別

倉

庫

加

算

額

一

一

2

保

管

料

一

一

3

運

送

費

一

-

、

、

'

ト

E

・

一

一

，A
e

吉
ロ

一

一
C

人

的

経

費

一

一

1

集

荷

手

数

料

一

一

2

食

管

事

務

人

件

費

一

，

小

計

一

一

D

配

給

経

費

一

一
E

金

利

一

一
F

制

整

金

一

一

中

間

経

費

計

一

一

(B
+
C
+
D
+
E
+
F
〉

一

一

合

計

一

一
精

米

十

庖

当

一

一
歩

留

一

(
詰
〕
本
由
誌
の
給
米
価
格
は
歩
-
M
凹
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

十

二

年
円

%1率

-レ
U

L
L
 

七

0
0
・0
0

七
二

六

七
三
・七

0
・八

三

一・
七
四

一一一. 
一一

七
三
八
・九

O

七
七
・八

四
・
0
0

一
7
0二

一
一
二
・
三
九

四
六
・同
一

0
・四

一
二
一

一一一・一一一

四
・九

一0
・主
O

一
五
二
八

三
五
・六
八

一
一
八
・
七
八

九
よ
ハ
一

一
・
一

一
一・七

一
子
八

一
-
一・五

7
0
 

二
一
0
・四
八

一一一_ . . 

九
四
九
・一二
八

一
六
七
・
三
二

一0
0
・0

生
産
者
に
帰
属
す
べ
き
部
分
を
政
府
買
入
価
格
と
み
れ
ば
、
米
は
二
十
二
年
の
七
七
・
八
沼

(消
費
者
何
格
に
対
し
て
〉
か
ら
二
十
五
年
の
八
五

・
六
%
へ
と
増
加
し
、
流
通
経
費
の
占
め
る

食

糧

管

理

制

度

設

立
後
の
主
食
価
機
に
つ
い
て

十

二

年
門

一
、
四
七
二
・
0
0

一
回
・
五
O

一
四
五
・二
五

六
三
・
五
主

一
、
六
九
五
・
三
O

七四二一
六三 O二

四四九 O
三四九 O

て
八・
0
0

一二
八
・九
九

五
六
・
九
九

一
四
三
・七
六

二

て
九

O

二
了
五
四

三
一

0
・六

二、

O
一
五
・丸
二

三
五
五
・
二
九

L
V
U
 

Er・，

七
三
・
0

0
・七

七
・
二

一一一・
二

八
四
・

0
・六

て
O

一
一・
二

三
・
八

0
・九

一
・九

一一・八

七
・
二

-
・
一

一
・

o

一
五
・
九

一0
0

・。
%1 ;率

.司-
'ー

十

首
長
林
省
調
査
)

七

一
・五

0
・七

七
二

四
・
入

一・
一一一

八
五
・四

0
・五

一・
一一一

一
一・
o

一一て八
一・

一

一・
ムハ

ニ
・七

七
二

一
・
o

一
四
・六

一0
0
・0

%1 ~~ 

剖
合
は
漸
次
減
少
を
来
し
て
い
る。

時
産
者
の
帰
属
部
分
の
内
訳
は
、
仲
叫
一木
価
格
で
あ
る
生
産
者
伽
格
等
級
椅
差
に
供
出
対
策
と

一、
五
九
0
・
0
0

一
五
・
七
O

一
五
七
二

七

一
O
六
・
七
回

二
七
。六
O

て
八
九
七
・
二

一

八 四 二 一
四 三 九 二

七四三 O
九四五 O

二
四
・
0
0

三
五
・
九
九

五
九
・九
九

一
五
七
・
六
八

二
二
了一

五

一
二
五
・
六

二
二
=
ご
て
λ
二

三
九
四
二

一
一
四
三



論

説
〈
そ
の
二
〉

産
業

・
物
価
等

し
て
の
諮
奨
励
金
、
即
ち
起
過
供
山
部
分
の
増
額
、
阜
場
米
の
奨
励
金
及
び
一
般
物
価
と
の
調

抱
の
為
の
追
加
払
と
で
あ
る
が
、
と
の
部
分
は
供
出
対
策
と
の
関
係
が
強
〈
現
わ
九
る
の
で
あ

っ
て
、
内
訳
相
互
聞
の
比
率
は
そ
の
状
況
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。

次
に
純
粋
巾
s
間
経
貨
は
主
食
品
目
に
よ
っ
て
若
干
相
異
は
あ
る
が
、
特
別
指
定
倉
山
附
加
算
額

(
指
定
倉
庫
迄
運
搬
の
費
用
)
、
保
管
料
、
運
送
費
及
び
加
工
費
の
物
財
的
経
費
、
集
荷
手
数

料
、
食
管
事
務
人
件
費
及
び
麻
袋
回
収
資
べ
配
給
経
費
、
金
利
に
区
分
し
て
み
る
と
、
そ
の
傾

向
は
大
休
次
の
ご
と
〈
で
あ
る
。

先
ず
特
別
指
定
倉
山
時
加
制
抑
制
で
あ
る
が
、
政
治
が
食
邸
需
給
操
作
上
殊
に
輪
山
に
使
刺
沿
倉

山
仰
を
指
定
し
、
生
陸
若
し
く
は
集
前
業
者
が
最
待
倉
山
仰
に
搬
入
し
な
い
で
指
定
命
仰
に
搬
入
し

た
場
合
、
組
貨
に
相
当
す
る
翻
を
支
払
う
唱
に
し
た
の
が
そ
の
他
旨
で
あ
る
が
、
中
間
続
慨
に

占
め
る
制
合
は
殆
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
支
配
す
る
も
の
は
指
定
命
伴
、
搬
入
数
説
、

距
離
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
農
村
の
所
制
に
プ
ラ
ス
し
て
い
る
事
は
明
か
で
あ
る
。

次
に
保
管
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
保
管
数
虫
、
保
管
則
問
の
如
何
に
よ
っ
て
変
化
す
る
訳
で

あ
る
が
、
二
十
四
年
産
米
迄
は
政
府
で
た
て
た
予
州
市
似
管
川
附
に
て
保
管
制
を
計
算
し
て
い
た

〈
変
な
ら
ば
五
則
、
米
な
ら
ば
七
刷、

一
則
は
十
五
日
川
)
関
係
上
比
端
的
に
は
似
下
し
て
い
ゐ

の
で
あ
る
。
然
し
二
十
五
作
ぃ
位
変
よ
り
尖
際
に
保
管
し
て
い
る
則
問
に
よ
り
保
管
料
の
支
払
合

す
る
災
則
払
に
よ
る
の
で
今
後
の
保
管
料
は
m引
火
し
て
来
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

迎
逃
貨
に
つ
い
て
も
比
率
的
に
は
低
下
し
て
レ
る
。

配
給
経
費
は
一助
制
常
聞
及
び
公
闘
の
マ

ー
ジ
ン
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
訳
は
営
団
及
び
公
団
の

事
業
従
、
耶
・
務
班
、
利
子
(
食
管
に
対
す
る
延
納
の
利
子
、
預
金
部
借
入
金
に
対
す
る
利
子
)
、

其
の
他
か
ら
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
次
決
(
第
十
六
表
)
の
如
〈
で
あ
る
。

(
討
〉
公
側
の
食
管
K
対
す
る
延
納
の
刺
子
に
つ
い
て

食
組
公
聞
が
食
樹
符
即
一
向
か
ら
主
政
食
粧
品
の
払
下
げ
を
受
け
ゐ
場
合
は
、
配
給
計

画
と
肌
み
合
わ
せ
て
随
時
払
下
げ
を
受
け
る
の
で
若
干
の
蝶
作
米
を
保
有
す
る
事
は
あ

っ
て
も
余
分
の
ス
ト
ッ
ク
を
抱
く
事
は
な
い
。
そ
し
て
こ
の
代
命
の
決
済
に
つ
い
て
は

地
方
食
腕
事
務
所
が
当
公
聞
に
対
し
て
納
入
告
知
書
を
発
行
し
た
後
十
四
日
間
の
延
納

(
附
和
二
十
三
年
十
二
月
か
ら
都
道
山
県
停
に
品
目
別
の
延
納
期
間
を
定
め
地
知
十
四

日、

地
長
四
十
四
日
と
改
め
ら
れ
た
〉
を
認
め
て
い
る
の
で
、
公
聞
は
此
の
間
に
消
山
政

一
四
四

者
か
ら
配
給
代
金
を
吸
上
げ
て
食
糧
管
理
局
に
納
入
す
る
事
と
な
っ
て
い
る
。

之
を
超
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
延
納
利
子
を
払
う
。

従
っ
て

ル
ー
ズ
な
操
作
を
し
て
い
た
為
、

而
も
食
槻
配
給
公
聞
が
極
め
て

延
納
剃
子
が
怖
に
相
当
な
金
額
に
な
っ
て
い
た
。
中

第
十
六
表 に

は
間
金
融
に
適
用
し
て
い
た
例
も
あ
っ
た
程
で
あ
る
。

営
団
、
公
開
、

マ
ー
ジ
ン
内
訳
変
選
表
(
一
依
当
)
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1 乙宍 I '? 

人
件
賞
、

即
や
り
制
合
か
ら
児
れ
ば
ゆ
紫
斑
は
二
十
一
年
以
昨
余
り
大
き
な
変
化
は
な
い
の
で
あ
る
が
、

事
務
貨
は
非
常
に
勤
者
が
多
い
。

又
利
子
は
二
十
三
日ヰ
十

一
月
に
な
っ
て
今
迄
の
比

般
に
な
ら
ぬ
粗
大
き
な
役
削
を
占
め
て
・
米
て
い
る
事
が
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。

六
、
管
理
下
に
於
け
る
流
通
費
と
自
由
経
済
時
代
と
の
比
較

以
上
に
よ
り
柑
め
て
簡
単
に
刊
現
下
の
流
泊
貨
の
災
相
を
示
し
た
の
で
あ
る
が
、

て
滞
千
自
由
時
代
と
の
対
比
を
し
て
み
よ
う
。

以
下
に
於

川
の
合
計
で
る
っ
て
、

此
処
で
流
通
貨
と
一
五
う
の
は
蛇
産
者
の
手
を
雌
れ
た
向
日
川
が
消
批
者
の
手
に
入
る
迄
の
諸
賀

制
棉
と
の
側
柿
差
の
事
で
あ
る
。

流
通
過
程
に
於
け
る
損
耗
等
を
考
胞
に
入
れ
た
生
~
係
者
側
特
と
消
資
者

従
っ
て
管
国
下
に
於
て
融
け
ら
れ
た
生
産
者
に
対
す
ゐ
初
演
励
会
|
(
早
川
奨
-
励
金
、

超
過

供
出
奨
励
A
M
等
)
ー
は
消
質
者
負
担
に
な
っ
て
い
る
が
作
住
者
側
桁
の
方
に
編
入
し
流
通
経
伐



か
ら
除
く
事
と
す
る
。
(
若
し
之
を
消
費
者
側
絡
の
方
に
編
入
す
れ
ば
流
通
経
費
は
管
理
下
に

於
て
英
大
と
な
る
事
云
う
迄
も
な
い
)

而
し
て
流
通
経
費
の
小
売
価
格
に
対
す
る
訓
合
を
流
通
貨
黙
と
呼
ぶ
事
と
す
る
。
斯
る
意
味

に
於
て
、
流
通
貨
率
の
比
較
を
為
す
の
で
あ
る
が
、
そ
の
比
率
が
小
な
る
程
国
民
経
済
的
に
は

ロ
ス
が
少
い
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
自
由
経
済
時
代
に
於
け
る
流
通
費
率
は
、
米
に
つ
い
て

内
池
陣
土
の
調
査
で
は
一
二

・
七
銘
、
木
村
教
授
の
調
査
で
は
一
二

・
二
%
(
二
十
二
年
)
よ
り

一
円

・
間
務
(
-一
十
問
年
)
に
漸
減
し
て
い
る
点
か
ら
み
れ
ば
、
流
通
費
は
管
理
下
に
於
て
は
次

第
に
圧
縮
さ
れ
て
来
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
器
類
に
関
し
て
も
自
由
経
済
時
代
に
於

て
は
え
O
i
六
O
忽
で
あ
っ
た
も
の
が
管
型
下
に
於
て
は
四
O
i三
O
%
と
な
っ
て
い
る
。

斯
る
純
粋
な
中
間
経
費
の
縮
減
は
極
め
て
当
然
で
あ
る
。
食
管
及
び
公
団
が
相
当
な
経
費
を

要
し
、
ロ
ス
も
多
い
事
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
尚
中
間
経
費
が
低
い
の
は
自
由

経
済
時
代
に
於
て
は
生
産
者
か
ら
小
売
業
者
迄
の
問
に
幾
段
階
も
の
中
間
商
人
の
手
を
通
っ
て

い
た
事
が
原
因
で
あ
る
。
従
っ
て
営
団
、
公
団
の
ロ
ス
が
多
い
に
し
ろ
中
間
段
階
が
と
れ
の
み

で
あ
る
事
に
よ
り
中
間
マ
ー
ジ
ン
は
低
下
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
た
。

七
、
結

び

以
上
に
よ
り
主
食
の
価
格
の
決
定
方
法
の
変
遷
、
即
ち
生
産
者
側
務
、
消
費
者
価
格
の
決
定

方
法
の
変
選
及
び
両
者
の
差
額
で
あ
る
中
間
経
費
の
内
容
在
主
と
し
て
述
べ
て
来
た
。

今
年
の
変
価
格
も
同
様
の
方
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
訳
で
あ
る
が
、
今
秋
の
新
米
の
価
格
の

決
定
が
従
来
の
通
り
で
許
さ
れ
る
か
否
か
、
甚
だ
焼
問
で
あ
る
。

デ
ィ
ス
イ
ン
フ
レ
下
の
事
と
て
農
家
の
窮
乏
と
同
時
に
消
費
者
の
窮
乏
も
甚
だ
し
い
。
而
も

世
界
の
食
糧
事
情
の
変
化
は
次
第
に
過
剰
傾
向
宮
加
え
て
来
て
我
が
国
へ
も
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。
即
ち
第
十
七
表
の
如
く
国
際
航
椅
と
閣
内
産
主
食
の
価
絡
は
次
第
に
接
近
の
度
を
加
え

つ
L
あ
る
。

又
最
近
・削
給
辞
退
も
月
に
五
万
ト
ン
を
超
え
、
輸
入
食
糧
の
増
大
と
共
に
ス
ト
ッ
ク
の
激
増

を
来
し
つ
L
あ
る
。
(
六
月
末
配
給
辞
退
霊
は
総
計
百
十
万
ト
ン
に
達
し
た
。
〉

時
態
の
推
移
は
次
第
に
食
槌
統
制
の
廃
止
の
方
向
へ
向
い
つ
L
あ
る
。
従
っ
て
新
米
側
決
定

に
当
つ
て
は
総
て
の
新
し
い
経
済
条
件
を
折
り
込
ん
で
決
定
が
為
さ
れ
る
と
す
れ
ば
非
常
に
難

事
で
あ
ろ
う
。

既
に
側
枯
パ
リ
テ
ィ
方
式
を
排
除
し
て
、
一
所
得
パ
リ
テ
ィ
方
式
に
よ
り
米
仰
を
決
定
す
る
と

.A
う
意
見
.
或
は
又
悶
際
価
棉
へ
の
鞘
寄
論
が
揺
顕
し
て
来
て
い
る
。

食
糧
管
理
制
度
設
立
後
の
主
食
倒
絡
に
つ
い
て

又
食
糧
管
理
特
別
会
計
の
赤
字
の
問
題
も
厳
し
い
批
判
を
受
け
て
い
る
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、

愈
々
一
複
雑
化
す
る
内
外
の
経
諦
状
勢
下
に
於
け
る
主
食
の
仰
持
決
定
方
法
に
つ
い
て
は
慎
重
を

期
待
し
て
止
ま
沿
い
。
(
朝
倉
〉

第
十
七
表
小
麦
及
ぴ
米
の
園
内
側
枯
と
国
際
川
格
の
比
較
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